
　　　■ 四国電力本店前行動 12月11日

主催　脱原発アクションin香川 / 原発さよなら四国ネットワーク/グリーン市民ネットワーク高知 / 脱原発市民ネットワーク徳島

共催　原水禁香川県民会議

後援　香川県労働組合総連合/原発をなくす香川の会/再稼働阻止全国ネットワーク/伊方から原発をなくす会/I女性会議香川県本部
　　　/ 未来を考える脱原発四電株主会/原発をなくし、自然エネルギーを推進する高知県民連絡会/生活協同組合コープ自然

　　　派しこく/香川こどもといのちを守る会

連絡先　Tel 090-8698-2114（内山）　Email kyoudoukoudou@gmail.com　HP https://kyoudoukoudou.wixsite.com/ikatahairo

四国電力は昨年８月に多くの反対の声を無視して伊方原発３号機を再稼働させました。伊方原発には次の
ような大きな問題点があります。こんな危険な原発を動かすことを私たちは絶対に許すことはできません。

伊方原発の目前数キロとも数百メートルとも言われるところに日本最大の断層帯である
「中央構造線」が走っており、南には活発で大規模な地震発生源の「南海トラフ」があ
ります。このため「日本一危険な原発」と言われています。

日本一細長い佐田岬半島の付け根にあり、原発の先には５０００人の住民が住んでいま
すが、崩れやすい急斜面に家や畑が張り付くように点在し、いったん災害や事故が起き
れば容易に避難できないことは誰の目にも明らかです。この問題をクリアするために田
中元規制委員長は「避難せずに屋内退避すればいい。」と開き直っています。しかし地
震の時に屋内退避などできないことは熊本地震で誰でも知っていることです。

伊方原発は日本で唯一内海にあります。閉鎖海域でいったん原発が事故を起こせば瀬戸
内海一帯は死の海になります。

伊方原発3号機は10月 3 日に定期点検に入りました。政府や電力会社は一旦動かせばもう諦めるだろうと
思い込んでいます。私たちは絶対にあきらめない。全原発廃炉まで闘い続けるということを思い知らせるために
も、この再々稼働にこそ再稼働反対を超える大きな運動を作らなければならないとこの集会を準備しています。
四国電力本店のある高松市で「原発いらない」「再々稼働させない」の声を一緒にあげましょう。私たちは
止まりません。止まるのは原発です。
みなさんのご参加とご協力をお願いします。

日時　2017 年 12月10日（日）13時から
場所　香川県高松市 JR高松駅前広場
　13時　第 1部　ライブパフォーマンス
　14時　第 2部　全国からのリレーアピール 等
　15時　デモ行進
　「こどもワクワクひろば」があります。どなたもご参加ください。

原発を止める。私たちは止まらない。
STOP!伊方原発 高松集会


